
  ご み 対 策 課  

１ 施設管理運営      予算科目（款・項・目）２０・１０・０５〔決算書２７１ページ〕 

  クリーンセンター，利再来留
り さ い く る

館の管理運営などを行うもの 

  クリーンセンター概要 

 (1) 所在地 野水２丁目１番地１ 

 (2) 機能概要 

  ア 管理棟 鉄骨造２階建て。収集（持込みを含む。）された粗大ごみの選別・解体等 

  イ 作業棟 鉄骨造２階建て。収集された古紙・古布・ビン・カン・シュレッダー紙・牛乳パ

ックの一時集積，積替え及びし尿の希釈放流等 

 (3) 操業日 月曜日から土曜日まで（年末年始を除く。） 

 (4) 操業時間 午前８時３０分から午後５時まで。ただし，粗大ごみの持込みは，午前９時から

午前１２時まで及び午後１時３０分から午後４時３０分まで 

 

２ 三多摩は一つなり交流事業           予算科目（款・項・目）２０・１０・０５ 

                         〔決算書２７１～２７３ページ〕 

  廃棄物を排出する調布市と最終処分を受け入れている日の出町の住民とが，より一層相互理解

を深め，円滑に一般廃棄物広域処分事業を推進することを目的に行うもの 

  東京たま広域資源循環組合の補助金交付事業として開始した平成１１年度以降，年１回開催し

ている（令和２年度及び３年度は新型コロナウイルスの影響に伴い中止）。 

  令和６年度は，日の出町の住民を対象として「二ツ塚処分場車窓見学」，「クリーンプラザふ

じみ見学」，「深大寺散策・落語鑑賞」を実施した。 

 

３ 廃棄物減量及び再利用促進審議会運営事業    予算科目（款・項・目）２０・１０・１０ 

                         〔決算書２７３ページ〕 

  調布市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例第７２条の規定により設置。市長が諮問す

る一般廃棄物の減量，再利用の促進等に関する事項について検討・協議し，答申・建議するもの 

 (1) 委員構成等 市民（４人），学識経験者（２人），市内で事業を営む者（４人），市内のリ

サイクル推進団体が推薦する者（３人）及び市職員（１人）をもって組織 男１０人，女４人 

 (2) 審議会開催 ４回 

回 開催日 主な検討事項 

第1回 
令和6年 

6月24日 

1 施設見学会 八王子バイオマスエコセンター 

2 令和5年度ごみ量について 

3 一般廃棄物処理実施計画に基づく重点事項の取組について 

第2回 
令和6年 

8月26日 

1 第8回エコフェスタちょうふ(令和7年6月開催)について 

2 令和6年度小中学生ポスター作品の募集状況について 

3 令和6年度ちょうふエコ川柳の募集状況について 

4 ザ・リサイクル(令和6年7月20日発行 第96号)の発行 

第3回 
令和7年 

1月30日 

1 第8回エコフェスタちょうふ(令和7年6月14日開催)について 

2 ごみ減量啓発作品の審査結果とザ・リサイクル(令和6年11月 

20日発行 第97号)について 



  

3 調布ごみナビの「Tokyo 区市町村 DXaward 2024」大賞受賞に 

ついて 

4 ごみ分別動画の制作について 

第4回 
令和7年 

3月25日 

1 第8回エコフェスタちょうふ(令和7年6月14日開催)について 

2 調布市家庭系ごみ組成分析調査(令和6年度)について 

3 ザ・リサイクル(令和7年3月20日発行 第98号),ザ・リサイクル 

ジュニア(第5号)(案)について 

 

４ じんかい収集      予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７３ページ〕 

  廃棄物の適正処理を目的として，定められた施設への収集運搬やごみ置場の管理等を行うもの 

 (1) 可燃ごみ収集運搬 

  ア 収集形態 委託収集 

  イ 収集回数 週２回 調布市指定収集袋による戸別収集 

  ウ 処理方法 ふじみ衛生組合「クリーンプラザふじみ」へ搬入し，焼却処理している。焼却

残さについては，灰中金属を取り除いた後，全量を東京たま広域資源循環組合でエコセメン

ト化している。 

  エ 収集量                               （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

可燃ごみ 

委 託 27,227 26,404 26,131 

持 込 7,748 7,868 7,945 

合 計 34,974 34,273 34,076 

※ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 (2) 不燃ごみ収集運搬 

  ア 収集形態 委託収集 

  イ 収集回数 隔週１回（夏季７～９月は４週に１回） 調布市指定収集袋による戸別収集 

  ウ 処理方法 ふじみ衛生組合「リサイクルセンター」へ搬入し，中間処理後，資源化してい

る。 

  エ 収集量                               （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

不燃ごみ 3,101 2,951 2,939 

 (3) 有害ごみ収集運搬 

  ア 収集形態 委託収集 

  イ 収集回数 隔週１回（夏季７～９月は４週に１回。不燃ごみ収集日と同一日） 戸別収集 

  ウ 処理方法 ふじみ衛生組合「リサイクルセンター」へ搬入・保管し，水銀再処理工場で中

間処理後，資源化している。 

  エ 収集量                               （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

有害ごみ 83 80 82 

 (4) 動物の死体処理 

  ア 収集形態 委託収集 

  イ 収集回数 連絡又は申込みにより随時 

  ウ 処理方法 府中市にある慈恵院多摩犬猫霊園において火葬し，合同供養している。 



    なお，は虫類や小鳥などの小動物（飼育動物を除く。）については，ふじみ衛生組合に搬

入している。 

  エ 収集量                               （単位：頭） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

動物 

飼主あり 55 57 54 

飼主なし 480 477 506 

合 計 535 534 560 

 (5) ごみ置場管理事務 

  ア ごみ排出指導                            （単位：件） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

排 出 指 導 1,320 1,520 1,437 

  イ ごみ置場設置申請                          （単位：件） 

内 容 4年度 5年度 6年度 

戸 建 住 宅 383 367 396 

集 合 住 宅 78 79 60 

合 計 461 446 456 

  ウ 開発事業指導要綱に関するごみ置場協議件数              （単位：件） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

集 合 住 宅 9 20 20 

 (6) ふれあい収集 

   ごみ置場にごみを排出することが困難な要介護認定者及び障害者等を対象に，職員等がごみ

の収集に行くもの 

区 分 4年度 5年度 6年度 

家庭ごみ収集利用世帯(世帯) 353 374 319 

粗大ごみ収集件数(件) 385 310 268 

 (7) 一般廃棄物処理手数料収納状況 

内 容 4年度 5年度 6年度 

調 定 額(円) 552,286,963 540,387,998 542,265,135 

収 納 額(円) 552,286,963 540,387,998 542,265,135 

収 納 率(％) 100.00 100.00 100.00 

 (8) 不法投棄処理・対策 

   不法投棄されたごみを処理するとともに，定期的に重点警戒地域を中心にパトロールを実施

したほか，不法投棄されやすい集合住宅のごみ置場や駐車場等を清掃指導員が巡回し，不法投

棄防止シールの掲示等の対策を集合住宅の所有者・管理者に依頼した。 

区 分 4年度 5年度 6年度 

不法投棄処理(件) 181 108 143 

不法投棄禁止等シール配布(枚) 73 40 41 

 

５ 減免処理状況      予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７３ページ〕 

  家庭ごみの一部有料化に伴い，高齢世帯や生活保護受給世帯等を対象に，可燃ごみ及び不燃ご

み専用の指定収集袋を交付するもの 

 



                                      （単位：件） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

生活保護受給世帯等 

(累計) 
2,579 2,506 2,239 

高 齢 者 等 7,504 7,862 8,249 

身 体 障 害 者 等 328 318 326 

合 計 10,411 10,686 10,814 

  上記のほか，道路，公園の清掃活動用のボランティア袋，育児・介護用のおむつ袋を交付した。 

 

６ 資源物収集   予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７３～２７５ページ〕 

  資源の再利用とごみ減量を推進するため，資源物の地域集団回収を行っている市民団体や回収

業者に奨励金を交付するもの。また，決められた曜日に市内各家庭及び事業所が排出した資源物

を収集し，資源化施設に搬送するもの 

 (1) 資源物地域集団回収事業奨励金交付状況 ※ 

区 分 4 年度 5 年度 6 年度 

古紙類 

重  量(t) 2,723 2,374 2,215 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
21,782,680 18,993,760 17,723,752 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
10,614,900 9,474,960 8,861,876 

鉄類 

重  量(t) 31 34 31 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
247,024 270,904 250,728 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
118,980 135,148 125,364 

ビン類 

重  量(t) 66 61 60 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
530,000 491,840 479,040 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
265,000 245,920 239,520 

アルミニウム類 

重  量(t) 94 92 87 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
752,544 732,120 692,192 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
362,568 365,044 346,096 

古布 

重  量(t) 267 245 247 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
2,139,320 1,961,952 1,975,856 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
1,069,460 980,936 987,928 

牛乳パック 

重  量(t) 17 16 16 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
132,824 131,656 128,704 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
66,412 65,828 64,352 



小 計 

重  量(t) 3,198 2,823 2,656 

奨励金額(円) 

(市民団体) 
25,584,392 22,582,232 21,250,272 

奨励金額(円) 

(回収業者) 
12,497,320 11,267,836 10,625,136 

合 計 奨励金額(円) 38,081,712 33,850,068 31,875,408 

※ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 (2) 資源物収集運搬 

  ア 容器包装プラスチック収集運搬 

   (ｱ) 収集形態 委託収集 

   (ｲ) 収集回数 週１回 戸別収集 

   (ｳ) 処理方法 ふじみ衛生組合「リサイクルセンター」へ搬入し，中間処理後，資源化して

いる。 

  イ その他資源物収集運搬 

   (ｱ) 収集形態 委託収集 

   (ｲ) 収集回数・処理方法 

    ａ 古紙類・古布 週１回 戸別収集。クリーンセンターに集積後，資源化している（シ

ュレッダー紙を含む。）。 

    ｂ カン 週１回 戸別収集。クリーンセンターで中間処理後，資源化している。 

    ｃ ビン 週１回 戸別収集。クリーンセンターに集積後，資源化している。 

    ｄ ペットボトル 隔週１回（夏季７～９月は４週に３回） 戸別収集。ふじみ衛生組合

「リサイクルセンター」へ搬入し，中間処理後，資源化している。 

    ｅ 牛乳パック 随時（拠点回収） クリーンセンターに集積後，資源化している。 

    ｆ 使用済小型家電 随時（拠点回収） クリーンセンターに集積後，資源化している。 

  ウ 収集量                               （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

資 源 物 

古 紙 類※1 8,650 8,180 8,060 

古 布 1,176 1,093 1,048 

牛乳パック※2 21 20 18 

ビ ン 1,782 1,712 1,645 

カ ン 601 570 559 

ペ ッ ト ボ ト ル 1,002 1,030 1,104 

プ ラ ス チ ッ ク 4,045 3,907 3,939 

使用済小型家電 5 5 5 

合 計※3 17,281 16,517 16,378 

※１ 古紙類の内訳 新聞紙・雑誌・本・段ボール・シュレッダー紙・雑紙・牛乳パック

（飲料用紙パック） 

※２ 拠点回収分 

※３ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 (3) 利再来留
り さ い く る

館 

   再利用（リユース）を目的として，市内各戸から収集した粗大ごみ及びクリーンセンターへ

持ち込まれた粗大ごみの中から再生利用可能な家具などを展示・売却するもの 



  ア 所在地 富士見町３丁目２番地１（中央自動車道高架下） 

  イ 開館日 月曜日から土曜日まで（年末年始を除く。） 

  ウ 開館時間 午前９時から午前１２時まで及び午後１時から午後５時まで 

区 分 4年度 ※ 5年度 ※ 6年度 ※ 

開  館  日  数(日) 144 0 126 

来  館  者  数(人) 2,729 0 3,172 

購  入  件  数(件) 619 148 839 

売  払  収  入(円) 1,006,500 198,000 1,044,900 

※ 令和４年９月１６日から令和６年１０月２８日まで中央自動車道高井戸～稲城ＩＣ間

橋梁耐震補強工事に伴い休館（購入件数及び売払収入には，令和４年１０月，令和５年

６月，令和６年２月，同年６月，同年１０月及び令和７年３月開催の臨時展示販売会の

実績を含む。）。令和６年１０月２９日から再開 

 (4) 粗大ごみ収集申込受付業務 

   粗大ごみの収集（持込みを含む。）申込受付を電話及びインターネットで行うもの 

  ア 受付形態 委託 

  イ 受付件数                              （単位：件） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

受付件数 

電 話 79,371 47,719 47,896 

インターネット 75,779 76,440 78,785 

合 計 155,150 124,159 126,681 

(5) 粗大ごみ収集運搬 

  ア 収集形態 委託収集 

  イ 収集回数 申込みにより随時戸別収集 

  ウ 処理方法 クリーンセンターで選別・解体し，鉄・アルミなどの資源物を抽出後，ふじみ

衛生組合「クリーンプラザふじみ」及び「リサイクルセンター」へ搬入している。 

    また，抽出した資源物やリサイクル可能な羽毛布団を専門業者に引き渡すことにより，有

用金属などの再資源化を推進している。 

  エ 収集量                               （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

粗大ごみ 

可燃性粗大 1,224 1,138 1,158 

不燃性粗大 427 406 336 

資源粗大 437 417 399 

合 計 2,087 1,961 1,893 

※ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 (6) 使用済小型家電の回収 

   市内に設置した専用の回収ボックスで使用済小型家電を拠点回収し，専門業者に引き渡すこ

とにより，有用金属の再資源化を推進するもの 

  ア 回収ボックス設置箇所数 １０箇所（調布市役所２階，神代出張所，クリーンセンター，

利
り

再来留
さ い く る

館，染地児童館，金子地域福祉センター，ふじみ交流プラザ，西部公民館，北部公

民館，市民プラザあくろす） 

※ 利
り

再来留
さ い く る

館は，令和４年９月１６日から令和６年１０月２８日まで中央自動車道高井戸



～稲城ＩＣ間橋梁耐震補強工事に伴い休館。令和６年１０月２９日から再開 

  イ 回収量             （単位：ｋｇ） 

 4年度 5年度 6年度 

回収量 4,700 4,550 5,130 

 (7) 資源物の持去り対策 

   条例で禁止している資源物の持去り行為を防止するため，重点警戒地域を中心に早朝パトロ

ールを行った。 

(8) ペットボトルキャップの拠点回収 

牛乳パックの拠点回収を活用したペットボトルキャップのリサイクル事業について，令和 

７年度の本格実施に向けた準備を進めた。 

 

７ ごみ減量運動事業               予算科目（款・項・目）２０・１０・１０ 

                         〔決算書２７５～２７７ページ〕 

  ごみの減量・リサイクル及び適正排出を促すため，ごみ減量等の啓発活動や補助金の交付など

を行うもの 

 (1) 地域懇談会・説明会及び施設見学会実施状況 

 内 容 4年度 5年度 6年度 

地域懇談会・説明会 

件数(件) 11 25 20 

参加人数(人) 423 1,020 987 

施設見学会 

※ 

公立小学校 

件数(件) 20 20 20 

参加人数(人) 1,912 1,972 2075 

各種団体 
件数(件) 5 3 4 

参加人数(人) 51 50 48 

※ 公立小学校は，社会科見学としてクリーンプラザふじみを見学 

 (2) ごみ減量キャンペーン 

   令和２年度以降，広報を中心とした下記の方法に改め，令和６年９月３０日から同年１０月

３１日まで実施した。 

  ア 本庁２階ごみ対策課窓口及び市内公共施設における水切りネットの配布 

  イ 本庁２階ごみ対策課窓口及び市内公共施設並びに市内小中学校における令和５年度入賞作

品のごみ減量ポスター及びちょうふエコ川柳の掲示 

  ウ イトーヨーカドー国領店敷地内と連携し，同店舗敷地内でワークショップやリユース品の

販売等のイベントを実施 

 (3) エコフェスタちょうふ 

   ごみ減量とリサイクルをテーマに，見て，触って，学ぶ廃棄物減量及び再利用促進審議会等

との共同イベントである，第８回エコフェスタちょうふを，令和７年６月１４日に開催を予定。

新たな試みとして，イトーヨーカドー国領店敷地内で開催することとし，令和６年度中に開催

の準備を進めた。 

   なお，今回は市政施行７０周年記念事業として位置づけ，開催を予定。 

 (4) 調布市ごみ減量・リサイクルキャラクターの制作 

   令和４年度に，相互友好協力協定に基づき白百合女子大学と共同制作した調布市ごみ減量・



リサイクルキャラクター「リサッチョ」に続き，令和５年度に制作した新たなキャラクターに

ついて，出前講座を実施した保育園関係者等の投票により，「エコッチョ」と決定した。 

 (5) ごみ減量・リサイクル広報 

  ア ごみ対策課広報誌「ザ・リサイクル」第９６号から第９８号までを発行し，全戸配布した。 

  イ 小中学生を対象とした広報誌「ザ・リサイクルジュニア 第５号」を発行し，市内の各小

中学校へ配布した。 

  ウ 調布エフエム放送及びＪ：ＣＯＭでごみの減量及びリサイクルについて広報活動を行った。 

  エ 「これならできるごみ減量・リサイクル」に沿った４つのテーマによるポスター作品と，

ごみの減量やリサイクルをテーマにした「ちょうふエコ川柳」を募集した。ポスター作品は 

１９５点，川柳は２１５句の応募の中から優秀作品及び特別賞を選出し，３Ｒ推進・環境負

荷の低減に向けた意識啓発に活用した。 

 (6) ごみリサイクルカレンダー発行 

   ごみの適正排出やリサイクル推進を促すため，令和７（２０２５）年度版調布市ごみリサイ

クルカレンダーを発行し，市内全戸に配布した。 

 (7) 生ごみ処理装置等の購入費補助金の交付状況 

区 分 4年度 5年度 6年度 

生ごみたい肥化容器 
件 数(件) 27 21 15 

金 額(円) 103,300 85,500 87,900 

生 ご み 処 理 剤        
件 数(件) 66 58 41 

金 額(円) 94,600 88,300 74,800 

生ごみ処理装置 

件 数(件) 123 270 219 

 法人用(件) 0 2 0 

金 額(円) 1,991,200 5,637,400 3,891,000 

 法人用(円) 0 1,000,000 0 

合 計 
件 数(件) 216 349 275 

金 額(円) 2,189,100 5,811,200 4,053,700 

(8) 事業系可燃ごみの調査及び指導 

   ふじみ衛生組合「クリーンプラザふじみ」において，一般廃棄物収集運搬業許可業者に対す

る搬入ごみの抜取り調査を実施するとともに，回収時に分別を徹底するよう指導した。 

 (9) ごみ組成分析調査 

   ごみ減量及び適正処理に関する施策の基礎資料とするため，令和６年度は市内から排出され

た「燃やせるごみ」の組成分析調査を実施した。 

(10) 生ごみ資源化調査 

   生ごみの資源化に向けた調査，研究及び先進事例の視察を実施 

  ア 実施日 令和７年２月１８日及び１９日 

  イ 視察先 豊橋市バイオマス利活用センター及び藤枝市役所 

 (11) 生ごみ資源化モデル事業 

   家庭から排出される生ごみの分別収集・資源化事業を，令和６年５月２１日から令和７年３

月３１日まで直営で試行的に実施。廃棄物減量及び再利用促進審議会及び促進員から，対象世

帯２０世帯を募り，毎週火曜日に収集，翌水曜日に資源化処理施設（八王子バイオマス・エコ



センター）に搬送。延べ１，３５０ｋｇを回収・資源化し，搬入重量の５％相当のたい肥が還

元される予定で，令和７年度中に市内公有地等で有効活用を図る。 

 (12) 一般廃棄物処理基本計画（第３次） 

   「すべての人の取組と互いの連携で，より一層の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル)

の推進と環境負荷の低減を進め，持続可能な社会の実現を目指す」ことを基本理念とし，４つ

の基本方針及び６つの重点施策を基に，「総ごみ量の削減」，「二酸化炭素排出量の削減」及

び「最終処分量ゼロ」の維持・継続を成果目標に位置付けた，新たな清掃事業のマスタープラ

ンをスタートし，推進した。 

   計画期間 令和５年度から令和１２年度まで（８年間） 

(13) 電気通信大学等との産学官連携に基づき開発した，ごみ分別支援ＡＩ「調布ごみナビ（仮 

称）」について，令和７年度の本格導入に向け，試験運用を実施した。 

 

８ せん定枝資源化支援事業            予算科目（款・項・目）２０・１０・１０ 

                         〔決算書２７５ページ〕 

  家庭等でせん定した枝木の自家処理のため，希望によりチッパー車を配車し，チップ化して引

き渡すことにより堆肥化など再利用を促進するもの 

区 分 4年度 5年度 6年度 

申 込 件 数        (件) 332 194 243 

処   理   量(t) 32 28 41 

 

９ エコセメント普及啓発事業           予算科目（款・項・目）２０・１０・１０ 

                         〔決算書２７７ページ〕 

  エコセメント事業を市民に周知し，理解を深めるとともに，市民のリサイクル意識の向上を図

ることを目的に行うもの 

  エコセメントを用いたコンクリート製品を使用した公共事業の中から１箇所に，東京たま広域

資源循環組合の補助金を活用し，エコセメント普及啓発用説明板を設置した。 

4年度 5年度 6年度 

調布市立染地児童館 調布市立布田小学校 調布基地跡地運動広場 

 

10 災害廃棄物処理対策費  予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７７ページ〕 

  令和５年度に策定した「調布市廃棄物処理計画」の周知を図るため，平時からの備えとなる，

災害時におけるごみの種類ごとの出し方，家庭における携帯トイレの設置方法及び災害情報の入

手方法の案内などについて，ポイントを絞ったガイドブックを作成し，全戸配布を行うとともに，

総合防災訓練や地域防災訓練等を活用し周知啓発を図った。 

 

11 じんかい処分      予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７７ページ〕 

  可燃ごみの焼却処理及び焼却灰の資源化を行うもの 

 (1) ふじみ衛生組合「クリーンプラザふじみ」                （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

処理量 36,198 35,411 35,234 

 



 (2) 東京たま広域資源循環組合「エコセメント化施設」            （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

資源化量(エコセメント) 4,206 3,959 4,010 

 

12 じんかい収集車両管理  予算科目（款・項・目）２０・１０・１０〔決算書２７７ページ〕 

  廃棄物の適正な処理に使用する車両等の維持管理を行うもの 

                                     （単位：台） 

名 称 台数 名  称 台数 

パッカー車(2トン車) 2 ダンプ(2トン車) 2 

トラック(1トン車) 2 トラック(軽自動車) 4 

バン(軽自動車) 2 せん定枝破砕粉砕車 1 

合計 13 

※ 令和７年３月３１日現在（リース車両を含む。） 

 

13 し尿収集処理      予算科目（款・項・目）２０・１０・１５〔決算書２７７ページ〕 

  一般廃棄物処理基本計画及び一般廃棄物処理実施計画に基づき，生活環境の保全上支障が生じ

ないように，し尿等を指定場所から収集し，運搬処理を行うもの 

 (1) し尿収集（委託分）車両台数 ２業者 ２台 

 (2) 浄化槽汚泥収集（許可分）車両台数 ３業者 ７台 

 (3) し尿処理状況                            （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

し尿収集処理量(委託分) 236 267 256 

し尿処理費(円) 23,182,896 23,182,896 23,182,896 

 (4) 浄化槽処理状況                           （単位：ｔ） 

区 分 4年度 5年度 6年度 

浄化槽汚泥処理量(許可分) 50 64 87 

 

14 ごみ処理経費の推移 

  ごみの処理に係る費用を集計したもの                  （単位：円） 

内  容 4年度 5年度 6年度 

清掃事業費 

(し尿処理費を含む。) 
2,956,017,698 2,949,728,970 3,474,971,480 

1人当たり 

(し尿処理費を除く。) 
12,286 12,254 14,408 

1世帯当たり 

(し尿処理費を除く。) 
23,893 23,710 27,688 

1t当たり 

(し尿処理費を除く。) 
48,297 49,711 59,489 

※ 人口及び世帯数については，各年度とも１０月１日現在の住民基本台帳人口による数値 

 

15 収集量及び収集対象人口の推移 

  ごみ・資源物の収集量及び市民１人１日当たりの排出量を集計したもの 

区 分 4年度 5年度 6年度 



人口(各年10月1日現在)(人) 238,713 238,820 239,580 

可燃 

ごみ 

収集(家庭系) 年間収集量(t) 27,227 26,404 26,131 

持込み(事業系) 年間収集量(t) 7,748 7,869 7,945 

可燃ごみ総収集量(t) 34,974 34,273 34,076 

1人1日当たりの排出量(g) 401.4 392.1 389.7 

不燃 

ごみ 

不燃ごみ 年間収集量(t) 3,101 2,951 2,939 

1人1日当たりの排出量(g) 35.6 33.8 33.6 

有害

ごみ 

有害ごみ 年間収集量(t) 83 80 82 

1人1日当たりの排出量(g) 1.0 0.9 0.9 

粗大

ごみ 

粗大ごみ 年間収集量(t) 2,087 1,961 1,893 

1人1日当たりの排出量(g) 24.0 22.4 21.6 

資源 

物 

収集資源物 年間収集量(t) 17,281 16,517 16,378 

集団回収資源物 年間収集量(t) 3,198 3,089 2,656 

資源物総収集量(t) 20,479 19,606 19,034 

1人1日当たりの排出量(g) 235.0 224.3 217.7 

総合

計 

年間収集量(t) 60,725 58,871 58,024 

1人1日当たりの排出量(g) 696.9 673.5 663.5 

※ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 

16 収集ごみ・資源化率の状況 

  ごみ・資源物の資源化量及び資源化率について報告するもの         （単位：ｔ） 

区  分 4年度 5年度 6年度 

行政収集の資源化量A 17,348 16,474 14,275 

集団回収の資源化量B 3,198 3,089 2,656 

焼却灰のエコセメント化等の資源化量C 4,206 3,959 4,010 

資源化量合計D(=A+B+C) 24,752 23,522 20,941 

年間総収集量E 60,725 58,871 58,024 

総資源化率F(=D/E) 40.8% 40.0% 36.1% 

※ 単位未満四捨五入のため，数値が一致しない場合がある。 

 

17 資源物売払の状況 

  回収した資源物の売払について報告するもの                （単位：円） 

品 目 4年度 5年度 6年度 

スチール缶 9,818,589 8,336,185 6,174,421 

アルミ缶 88,286,099 81,276,910 99,962,885 

生ビン 115,739 126,767 116,741 

新聞 741,858 1,056,441 1,091,874 

雑誌(※1) 1,489,225 5,233,145 5,060,103 

段ボール 8,208,046 7,983,122 8,035,705 

シュレッダー紙 85,748 83,155 110,512 



真 鍮
しんちゅう

 228,897 240,025 194,804 

銅 797,739 1,276,863 1,244,063 

アルミニウム 1,181,251 1,398,980 1,762,497 

粗大鉄 10,877,130 11,775,137 8,993,248 

羽毛布団 196,416 343,288 1,001,715 

牛乳パック 114,180 108,680 103,290 

古布 1,184,739 2,658,866 4,228,697 

家電等コード類 118,140 127,094 129,360 

家電等モーター・トランス 220,880 157,960 157,630 

家電等基板読取部 19,855 18,865 17,380 

家電等ハードディスク 5,280 5,137 4,180 

使用済小型家電 103,400 100,100 112,860 

粗大ごみリサイクル品(※2) 1,006,500 198,000 1,044,900 

合 計 124,799,711 122,504,720 139,546,865 

※１ 令和２年７月から令和４年１２月まで無償 

※２ 利再来留
り さ い く る

館は，令和４年９月１６日から令和６年１０月２８日まで中央自動車道高井戸

～稲城ＩＣ間橋梁耐震補強工事に伴い休館（売払収入には，令和４年１０月，令和５年６

月，令和６年２月，同年６月，同年１０月及び令和７年３月開催の臨時展示販売会の実績

を含む。）。令和６年１０月２９日から再開 

 

18 事業所等の３Ｒ活動支援 

  市内事業所等のごみ減量の取組を支援するもの 

 (1) エコ・オフィス制度 

   事業所等からの申請に基づき，ごみ減量・リサイクルの取組状況を審査し，ゴールド・シル

バー・ブロンズの３段階のランクで調布エコ・オフィスに認定して，３Ｒ活動を支援している。 

   令和６年度末現在，２９箇所の事業所が認定を受けている。 

 (2) ごみ減量・リサイクル協力店制度 

   小売店からの申請に基づき，資源物の店頭回収などの状況を審査し，ごみ減量・リサイクル

協力店に認定して，３Ｒ活動を支援している。 

   令和６年度末現在，１７箇所の小売店が認定を受けている。 


